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主
な
内
容



「あづび」で絵手紙作りを楽しむ住民

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
を
め
ざ

し
て

被
災
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア　

こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
の

運
営
や
保
健
師
な
ど
に
よ
る
訪

問
活
動
・
健
康
相
談
を
行
い
、

被
災
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
強

化
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉　

被
災
し
た
地
域

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
の
再
生

や
、
地
区
公
民
館
を
活
用
し
た

サ
ロ
ン
事
業
を
行
い
、
高
齢
者

が
地
域
社
会
で
活
動
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
用
品
の
支

給
を
継
続
し
ま
す
。

　
「
福
祉
安
心
電
話
サ
ー
ビ
ス
」

の
緊
急
通
報
装
置
を
活
用
し
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
安
全
・
安

心
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
重
度
心
身
障
害
者

な
ど
の
要
援
護
者
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
や

保
健
師
な
ど
の
家
庭
訪
問
に
よ

る
状
況
確
認
や
高
齢
者
等
安
否

確
認
事
業
を
継
続
し
、
ま
た
、

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
に
基
づ
い
た
災
害
時
の
避
難

支
援
対
策
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　

介
護
の
必
要
な
認
知
症
高
齢

者
の
入
所
待
機
の
解
消
の
た

め
、
本
年
５
月
に
玉
川
地
区
に

開
所
予
定
の
老
人
介
護
施
設
内

に
追
加
整
備
を
計
画
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
対
し
支
援

し
ま
す
。

　

２
級
ヘ
ル
パ
ー
講
習
修
了
者

が
主
に
運
営
す
る
「
あ
づ
び
」

に
対
し
て
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
や
買
物

代
行
、
お
伺
い
事
業
な
ど
、
き

め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

福
祉
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
対
策
、
介

護
予
防
事
業
の
推
進
、
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
暮
ら
し
の
総
合

相
談
、
高
齢
者
虐
待
防
止
の
た

め
の
見
守
り
と
対
策
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
福
祉
人
材
の
養
成
な

ど
、
要
援
護
高
齢
者
お
よ
び
家

族
の
福
祉
向
上
と
自
立
促
進
を

図
り
ま
す
。

児
童
福
祉　

子
育
て
の
身
体

的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
よ
う
、
第
３
子
以

上
を
出
産
さ
れ
た
世
帯
に
対

し
、
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
な
ど
を
引

き
続
き
支
給
し
、
子
ど
も
手
当

に
つ
い
て
も
、
制
度
に
基
づ
き

支
給
し
ま
す
。

　

野
田
村
保
育
所
の
再
建
の
た

め
、
社
会
福
祉
法
人
野
田
村
保

育
会
を
支
援
し
ま
す
。

　

延
長
保
育
促
進
事
業
や
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

障
害
児
保
育
・
乳
児
保
育
促
進

事
業
な
ど
の
特
別
保
育
を
積
極

的
に
推
進
し
、
現
行
の
乳
児
保

育
料
無
料
化
な
ど
３
歳
未
満
児

の
保
育
料
の
軽
減
策
を
継
続
し

ま
す
。

　

村
内
３
カ
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
を
継
続
し
、
児

童
の
健
全
育
成
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

保
健
衛
生　

妊
娠
中
の
母
体
と

胎
児
の
健
康
管
理
の
た
め
、
妊

婦
一
般
健
康
診
査
を
充
実
さ

せ
、
安
全
・
安
心
な
出
産
に
向

け
て
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
不
妊
症
に
悩
ん
で
い
る
人

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
不
妊
治
療
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

健
康
管
理
に
係
る
40
歳
以
上

75
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が

義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
受
診

率
の
向
上
を
図
る
た
め
休
日
の

健
診
も
実
施
す
る
と
と
も
に
、

健
康
管
理
デ
ー
タ
バ
ン
ク
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
村
民
の
健
康

管
理
、
指
導
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
が
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
者
に
引
き

続
き
助
成
す
る
ほ
か
、
が
ん

マ
ー
カ
ー
検
査
に
助
成
し
、
疾

病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

努
め
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
肺
炎
球
菌
、
小
学
６
年
生
を

中
心
に
し
た
子
宮
頸
が
ん
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
対
し
て
も
助
成

を
行
い
、
疾
病
の
重
症
化
を
防

ぎ
ま
す
。

　

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
肺
炎

球
菌
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
安
全
性
を
確

保
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
、
自
殺

対
策
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ニ

コ
ニ
コ
運
動
推
進
員
な
ど
と
連

携
し
、
疾
病
予
防
事
業
、
食
育

事
業
に
よ
る
運
動
・
栄
養
指
導

や
健
康
相
談
な
ど
を
充
実
さ

せ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め

ま
す
。

地
域
医
療　

津
波
で
流
出
し
た

診
療
施
設
の
早
期
再
建
を
図

り
、
久
慈
保
健
所
お
よ
び
中
核

医
療
施
設
で
あ
る
県
立
久
慈
病

院
な
ら
び
に
久
慈
医
師
会
と
連

携
を
密
に
し
、
地
域
医
療
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
生
活
基
盤
の
創
造

を
め
ざ
し
て

治
山
・
治
水
・
海
岸
保
全

　

倒
壊
し
た
野
田
地
区
海
岸
防

潮
堤
は
災
害
復
旧
事
業
で
復
旧

し
、
御
台
場
公
園
ま
で
の
北
側

の
防
潮
堤
を
高
潮
対
策
事
業
で

延
長
整
備
し
、
米
田
地
区
防
潮

堤
の
嵩
上
げ
や
農
地
海
岸
防
潮

堤
も
引
き
続
き
整
備
し
ま
す
。

　

台
風
、
豪
雨
時
の
洪
水
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
区
画
整
理

事
業
と
併
せ
て
公
共
下
水
道
雨

水
排
水
事
業
を
計
画
し
て
お

り
、
２
級
河
川
明
内
川
下
流
域

の
改
修
と
泉
沢
川
へ
の
放
水
路

建
設
の
早
期
着
工
と
併
せ
、
近

年
侵
食
の
激
し
い
米
田
地
区
海

岸
な
ど
の
海
岸
浸
食
対
策
を

国
・
県
に
対
し
引
き
続
き
要
望

し
ま
す
。

　

明
内
川
に
つ
い
て
は
、
災
害

復
旧
事
業
と
併
せ
て
改
修
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

公
共
交
通　

村
営
バ
ス
の
自
由

乗
降
制
度
や
乗
車
使
用
料
の
ワ

ン
コ
イ
ン
制
を
継
続
し
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
混
乗
を
さ
ら

に
推
進
し
、
利
用
者
か
ら
親
し

ま
れ
る
効
率
的
な
バ
ス
輸
送
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

三
陸
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
災

害
復
旧
事
業
を
国
・
県
と
と
も

に
助
成
す
る
ほ
か
、
マ
イ
レ
ー

ル
意
識
を
高
め
、
利
用
促
進
に

努
め
ま
す
。

住
宅　

津
波
被
災
者
を
対
象
に

し
た
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の

村
営
住
宅
も
含
め
、
適
正
管
理

に
努
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
民
間
の
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
事
業
や
耐
震
改

修
事
業
の
ほ
か
、
被
災
し
た
住

宅
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
生

活
再
建
住
宅
支
援
事
業
に
よ
り

被
災
住
宅
補
修
工
事
、
被
災
宅

地
復
旧
工
事
な
ど
に
助
成
し
ま

す
。

　

村
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励

事
業
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て

実
施
し
、
村
民
の
居
住
環
境
の

改
善
と
村
内
の
商
工
業
な
ど
の

振
興
に
寄
与
し
ま
す
。

　

県
と
連
携
し
応
急
仮
設
住
宅

の
適
正
な
維
持
・
管
理
に
努
め
、

住
宅
環
境
の
保
全
を
図
り
ま

す
。

水
道
・
下
水
道　

高
台
移
転
、

区
画
整
理
区
域
の
給
水
管
整
備

を
推
進
し
、
生
活
用
水
そ
の
他

の
浄
水
を
安
定
供
給
す
る
と
と

も
に
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
健

全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

津
波
で
被
災
し
た
公
共
下
水

道
野
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
下
安

家
地
区
終
末
処
理
場
の
早
期
復

旧
に
努
め
、
新
山
地
区
農
業
集

落
排
水
終
末
処
理
場
は
公
共
下

水
道
に
集
約
し
ま
す
。

　

個
別
処
理
区
域
で
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
の
導
入

を
促
進
す
る
ほ
か
、
既
に
供
用

し
て
い
る
地
域
で
は
接
続
促
進

を
図
り
、
快
適
で
衛
生
的
な
生

活
環
境
の
確
保
と
河
川
や
海
域

の
公
有
水
面
の
水
質
保
全
に
努

め
ま
す
。

村
道　

城
内
二
又
線
の
改
良
舗

装
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
、
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村
民
の
目
線
に
立
ち
、

結
い
と
協
働
に
よ
る

む
ら
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

平
成
24
年
度　

施
政
方
針

小田祐士村長

　

３
月
５
日
か
ら
行
わ
れ
た
村
議
会
３
月
定
例
会
の
初

日
、
小
田
祐
士
村
長
が
平
成
24
年
度
の
村
政
の
方
向
を

定
め
る
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
田
村
長
は
「
豊
か
な
自
然
と
活
力
に
み
ち
た
住
民

が
主
役
の
む
ら
」
に
向
け
、
６
つ
の
主
要
施
策
を
基
本

と
す
る
村
政
運
営
の
所
信
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。



早期の復興が待ち望まれる城内地区

一糸乱れぬ分列行進

元気な野田っ子たち

震災後に行われたサケの川引き漁

安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

国
・
県
道　

国
道
45
号
か
ら
の

迂
回
ル
ー
ト
の
整
備
や
三
陸
沿

岸
道
路
の
早
期
完
成
な
ど
、
安

全
で
利
便
性
の
高
い
道
路
環
境

の
整
備
実
現
を
国
・
県
に
対
し

強
く
要
望
し
ま
す
。

地
域
情
報
化　

携
帯
電
話
の
不

感
地
域
の
解
消
に
努
め
る
と
と

も
に
、
被
災
し
た
光
フ
ァ
イ
バ

回
線
に
よ
る
超
高
速
通
信
網
の

早
期
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

快
適
な
環
境
と
安
全
で
住
み

よ
い
む
ら
を
め
ざ
し
て

自
然
環
境　

地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
の
ほ
か
、
非
常
時
の
電
源
確

保
対
策
の
た
め
、
公
共
施
設
へ

の
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
進
め
る
ほ
か
、
村
民

の
意
識
啓
発
を
図
り
な
が
ら
一

般
家
庭
に
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
設
備
の
導
入
の
支
援

に
努
め
ま
す
。

環
境
衛
生　

引
き
続
き
循
環
型

社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、久
慈
・

二
戸
地
区
ご
み
処
理
広
域
化
に

向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

生
ご
み
処
理
機
の
利
用
拡

大
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
利
用
促
進

な
ど
に
よ
り
、
ご
み
削
減
の
啓

発
を
推
進
す
る
ほ
か
、
リ
サ
イ

ク
ル
資
源
集
団
回
収
奨
励
事
業

の
継
続
や
、
資
源
集
積
施
設
な

ど
の
整
備
を
支
援
し
、
資
源
の

有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

消
防
・
防
災　

津
波
災
害
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
城
内
、

南
浜
、
米
田
地
区
に
第
3
堤
防

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

東
側
で
の
住
宅
建
築
を
制
限

し
、
住
宅
の
高
台
移
転
を
進
め

ま
す
。

　

被
災
し
た
城
内
地
区
を
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
道
路
な
ど
の

住
環
境
を
整
備
し
、
中
心
市
街

地
と
し
て
復
興
を
推
進
す
る
ほ

か
、
下
安
家
地
区
で
は
宅
地
嵩

上
げ
と
高
台
移
転
に
よ
り
安

全
・
安
心
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

災
害
か
ら
村
民
の
生
命
・
財

産
を
守
り
、
村
土
の
保
全
を
図

る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
う
ほ
か
、
地
震
・
津

波
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

強
化
や
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
ま
す
。

消
防
団　

団
員
の
各
種
訓
練
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
さ

ら
な
る
技
術
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
消
防
支
援
団
員
制
度
を
運

用
し
て
、
消
防
団
の
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

消
防
施
設　

消
防
施
設
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
第
６
分
団
第
２

部
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
を
整
備
し
、
消
防
団
の
活
動

基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雨
水
排
水
ポ
ン
プ

の
的
確
な
運
用
・
管
理
に
努
め
、

出
水
時
の
浸
水
に
対
処
し
ま

す
。

交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
行
政

　

交
通
事
故
、
飲
酒
運
転
の
撲

滅
と
村
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通

モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
た
め
、

児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
交
通
安
全
教
室
や
街
頭

で
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
児

童
や
高
齢
者
に
対
す
る
見
守

り
、
声
掛
け
運
動
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
に
開
設
さ
れ

た
「
久
慈
広
域
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
を
活
用
し
、
消
費
生
活

相
談
の
受
付
・
苦
情
処
理
の
斡

旋
や
悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
に

対
処
し
ま
す
。

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
生

涯
学
習
の
推
進
を
め
ざ
し
て

学
校
教
育　

一
人
ひ
と
り
の
能

力
、
適
性
に
応
じ
た
教
育
環
境

を
整
備
し
、「
知
育
」「
徳
育
」「
体

育
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
た

野
田
っ
子
を
育
み
ま
す
。

高
校
教
育　
「
久
慈
工
業
高
等

学
校
を
守
り
育
て
る
会
」
と
連

携
を
取
り
、
三
陸
鉄
道
を
利
用

す
る
生
徒
に
助
成
を
継
続
し
ま

す
。
ま
た
、
管
内
唯
一
の
工
業

高
校
の
魅
力
向
上
や
生
徒
の
食

育
推
進
の
観
点
か
ら
久
慈
工
業

高
等
学
校
へ
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
副
食
を
提
供
し
ま

す
。

生
涯
学
習　

村
民
の
学
習
意
欲

の
高
ま
り
に
対
応
し
た
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
あ
ら
ゆ
る
時
期
に

学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
被
災
し
た
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
図
書
館
の
改
修
を
進
め
、

知
の
拠
点
施
設
の
効
果
的
な
活

用
を
行
い
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ　

村
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
こ
と
の
で

き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
に
開
催
予
定
の

国
民
体
育
大
会
で
の
軟
式
野
球

競
技
の
会
場
地
招
致
に
取
り
組

み
ま
す
。

芸
術
文
化　

野
田
村
芸
術
文
化

協
会
と
と
も
に
団
体
の
育
成
・

支
援
を
図
り
、
村
民
の
文
化
に

対
す
る
意
識
を
高
め
ま
す
。

定
住
・
交
流
事
業　

既
存
施
設

の
活
用
や
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

の
再
構
築
・
情
報
発
信
に
努
め

ま
す
。

　

体
験
教
育
旅
行
の
受
入
れ
体

制
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
活
力
を
創
造
す
る
産
業

の
展
開
を
め
ざ
し
て

水
田
農
業　

被
災
農
地
の
復
旧

を
進
め
る
ほ
か
、
飼
料
用
米
の

作
付
け
を
拡
大
し
、
生
産
流
通

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

農
地
の
集
約
化
を
行
い
な
が

ら
、
農
業
用
機
械
の
整
備
支
援

を
行
い
ま
す
。

野
菜
・
花
き
類　

ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の

導
入
や
、
連
作
障
害

回
避
用
の
土
壌
消
毒

資
材
購
入
費
に
助
成

し
ま
す
。

　

り
ん
ど
う
や
小

菊
、
菌
床
し
い
た
け

の
生
産
拡
大
を
支
援

す
る
た
め
、
購
入
費
な
ど
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤　

長
地
地
区
の

総
合
的
な
基
盤
整
備
の
た
め
、

県
営
に
よ
る
事
業
導
入
を
進
め

ま
す
。

畜
産　

養
豚
経
営
安
定
対
策
事

業
お
よ
び
ブ
ロ
イ
ラ
ー
価
格
安

定
対
策
事
業
に
対
し
て
助
成

し
、
畜
産
農
家
の
経
営
の
安
定

化
に
努
め
ま
す
。

林
業　

森
林
整
備
地
域
活
動
支

援
交
付
金
の
交
付
に
よ
り
、
計

画
的
な
森
林
施
業
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
し
い
た
け
の
生
産

振
興
の
た
め
、
種
こ
ま
購
入
費

に
助
成
し
ま
す
。

　

林
道
中
沢
広
内
線
に
つ
い
て

は
、
早
期
供
用
を
め
ざ
し
、
工

事
を
進
め
ま
す
。

　

野
生
動
物
か
ら
農
作
物
を
守

る
た
め
、
防
除
用
電
気
柵
の
貸

出
や
、
購
入
を
助
成
し
ま
す
。

水
産
業　

養
殖
施
設
や
塩
蔵
わ

か
め
加
工
設
備
の
整
備
に
対
し

引
き
続
き
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
ホ
タ
テ
小
型
貝
の
流
通
の

た
め
貝
毒
検
査
費
用
へ
の
助
成

を
行
い
、
漁
家
経
営
の
安
定
を

支
援
し
ま
す
。

　

本
村
の
主
要
魚
種
で
あ
る
サ

ケ
資
源
の
造
成
の
た
め
、
下
安

家
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
施
設
の
整

備
に
助
成
し
ま
す
。

漁
港　

災
害
復
旧
事
業
に
よ
り

施
設
の
早
期
復
旧
を
図
る
と
と

も
に
、
野
田
漁
港
の
南
防
波
堤

の
嵩
上
げ
や
玉
川
漁
港
の
突
堤

と
北
防
波
堤
を
整
備
し
、
港
内

静
穏
度
と
漁
業
活
動
の
安
全
を

確
保
し
ま
す
。

商
業　

中
小
企
業
被
災
資
産
復

旧
事
業
費
補
助
な
ど
、
各
種
事

業
の
導
入
や
情
報
収
集
に
努

め
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
図
る

と
と
も
に
、
野
田
村
商
工
会
の

事
業
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行

い
、
経
営
改
善
普
及
事
業
や
ま

ち
な
か
美
化
推
進
事
業
を
進
め

ま
す
。

　

村
中
小
企
業
振
興
資
金
の
活

用
に
係
る
利
子
お
よ
び
保
証
料

の
補
給
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
商
工
業
者
の
経
営
の
安
定

に
努
め
ま
す
。

観
光　

久
慈
広
域
観
光
協
議
会

な
ど
と
観
光
客
の
誘
致
に
努
め

る
と
と
も
に
、
村
観
光
協
会
な

ど
と
連
携
し
、
体
験
・
交
流
型

観
光
の
ツ
ア
ー
開
発
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

　
「
の
だ
塩
製
造
施
設
」
の
完

成
に
伴
い
、
の
だ
塩
を
核
と
し

た
特
産
品
の
開
発
・
販
売
に
努

め
、
国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘
な
ど

現
有
施
設
の
有
効
利
用
を
図
り

な
が
ら
、
野
田
村
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。

雇
用
対
策　

震
災
等
緊
急
雇
用

制
度
を
引
き
続
き
導
入
し
、
就

業
機
会
の
創
出
に
積
極
的
に
努

め
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
る

計
画
の
推
進
を
め
ざ
し
て

む
ら
づ
く
り　

21
世
紀
む
ら
づ

く
り
委
員
会
の
活
性
化
や
野
田

村
む
ら
づ
く
り
運
動
推
進
協
議

会
な
ど
地
域
づ
く
り
団
体
と
連

携
し
て
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り

を
展
開
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画　

男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
村
男

女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
と
連

携
し
、
今
後
と
も
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

迅
速
確
実
な
窓
口
事
務　

住
民

基
本
台
帳
の
外
国
人
登
録
に
係

る
電
算
化
シ
ス
テ
ム
改
修
な

ど
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
推
進
し
ま
す
。
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村行政組織と事務分担表が変わりました 

◎◎村長部局 村長・小田祐士 副村長・坂本延雄 役場代表電話番号 0194-78-2111

課 室

(内線番号)

係員 ※太字は定期異動者。（ ）は嘱託・臨時職員。（県）

は県職員。（兼）は兼務、（新）は新採用、（併）は併任
主 な 事 務 ・ 事 業

総 務 課 
課長・小谷地英正

（110） 

庶務財政班（111､112） 総括主査・神田康弘、主査・
松頭容子、（同）・小野寺修一(併）、主事・大沢美奈子、
（広崎理沙）

庁舎･職員の管理、村の財産管理、予算・財政、
消防防災、情報公開、村長秘書、文書受け付け、
電話交換、行政連絡員、 

企画調整班（115､116） 主幹・米田 收、総括主査・
明内和重、主査・貮又正貴、同・上山晃、主事・島川英
知

総合計画、友好交流事業、交通政策、広報、統計
調査、バス交通、21世紀むらづくり委員会、請
願・陳情処理、住民懇談会、復興計画 

主査・小野寺勝 久慈広域連合派遣 

住民福祉課 
課長・岩城啓二

（130） 

住民生活班（141､143） 総括主査・前田宏志、主事・
畑田純一、（佐々木美沙）、(岡本衣代)、（広内南）、（佐々
木陵太）

戸籍、住民登録、人権擁護、交通安全、国保事業、
老人医療、後期高齢者医療、乳幼児・妊産婦・障害
者（児）・母子･寡婦医療、国民年金、消費者生活 

保健福祉班（131､135） 総括主査・田中和弘、主査・
古山秋男、同・八幡重光、主事・森裕子、保健師・大上
有子、同・中村佳津美、同・菊地真理（新）、（栄養士・
下畑優子）、（看護師・佐々木容子）、（同・村田いずみ）、
嘱託職員・和野一男（葛巻町）、（辻鼻美穂子）

ごみ対策、犬の登録、予防接種・健診、生活保護、
児童手当、介護保険、保育所・児童館、老人福祉、
障害者福祉、母子福祉 

産業振興課 
課長・中村剛 

（120） 

農林班（121､122） 総括主査・小野寺勝幸、主査・山
岸邦夫（富山県立山町）、同・高田光晴、主事・久慈美津
紀、同・北田圭太

農業振興・経営改善・流通、農道基盤整備、農村
生活改善、林業、畜産 

水産商工班（125） 総括主査・中居正美、主査・廣内
鉄也、（上平彩香）

水産、商工業、観光、労働福祉、企業誘致 

税 務 課 
課長・中村一浩

（150） 

税務班（151､152） 総括主査・大崎剛、主査・前川浩
一、主事・坂本良太（新）、（林﨑綾）

納税証明、住民税・固定資産税・軽自動車税・国
保税の賦課徴収、納税組合、家屋評価・地籍図 

地域整備課 
課長・熊谷清志

（210） 

（270） 

土木班（211､212） 総括主査・藤森秀規、主事・中野
雅章、嘱託職員・遠藤彰範（葛巻町）、（大沢直人）

漁港建設、村道・農道・林道の管理、河川改修、
都市計画、建築確認、村営住宅 

水道班（225） 総括主査・下向邦武、主事・久慈卓、
（前田くるみ）

水道施設の維持管理、水道使用料 

下水道班（221） 総括主査・前川満、主事・小林潤、
公共下水道、集落排水事業・施設の維持管理、使
用料、合併処理浄化槽 

復興むらづくり 
推進課 

課長・松本良治 

生活基盤再建班（272） 総括主査・大沢勝利、主幹・平岡
学（青森県）、技師・関剣太郎（弘前市）、主事・田澤達
博（東京都足立区）、同・下向大介（新）、（田中幸代）

漁業集落防災機能強化事業、防災集団移転促進事
業、災害公営住宅整備事業 

街並み再生班（271）主幹兼総括主査・米澤茂彦（二戸市）、
主査・水内雅也（盛岡市）、主査・本間嘉章（弘前市）、
主査・下畑利明 

区画整理事業、都市公園事業 

特定課題対策課
課長・辻鼻一男 

（260） 

特定課題対策班(261) 総括主査・小屋畑浩明、主事・
中野誠 

ゴミの減量化、グリーンツーリズム・教育旅行、
自然エネルギー、応急仮設住宅の管理 

出 納 室 
会計管理者兼 

出納室長･原田文雄 
（160） 

会計班（161）総括主査・小野寺輝彦、（下向和代）
支出・収入の審査確認、会計諸帳簿の管理、村の
公共料金窓口、県収入証紙販売 

◎教育委員会 教育長・大﨑英雄

事 務 局 

教育次長 

小屋畑勝久 

（451） 

総務班（453） 主事・大沢洋晃 表彰、委員会の組織・予算・財産管理 

学校教育班（453） 総括主査・泉澤弘、主任指導主事・
天間保幸 (県)、英語指導助手・ライサ・ステブンズ

小中学校の管理・運営、児童生徒の就学・安全衛
生・福利厚生、通学バスの運行管理、教育研修指
導 

生涯学習文化班（454） 総括主査・小谷地鉄也、主事・
日形井賀友樹（新）、（社会教育指導員・米田美代子）、
（アジア民族造形館・川土則子） 

生涯学習・教育振興事業、青少年健全育成、芸術
文化、文化財の指定・保護、家庭教育・いきいき
ライフ 

生涯スポーツ班（455） 主幹兼総括主査・明内重雄、
主事・松川直也、(米田亜希穂)

スポーツ・レクリエーションの奨励、総合運動公
園など体育施設の管理・運営、各種スポーツ大
会・講習会、学校給食 

給食センター 所長・小屋畑勝久(兼）、明内重雄(兼）、学校栄養職員・福士久美子(県)、（菊地浩美） 

小・中学校 小学校用務員（狩野透）、中学校用務員（山田和子） 

◎議会･各種委員会事務局 

人事異動により各課などの村職員の人員配置や、
担当する事務・事業が次のとおりになりました。

議会事務局（200､201） 局長・沢里清公、総括主査・中野俊男(併）、主事・古舘良太 (併)、（中居愛） 

監査委員事務局 局長・沢里清公(併）、中野俊男(併）、古舘良太(併)

農業委員会事務局 局長・沢里清公(併）、中野俊男、古舘良太(併)

選挙管理委員会事務局 書記長・小谷地英正(併）、小野寺修一(併)
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　歳入　村に入るお金（歳入）はその性質によって自
主財源と依存財源に分けられます。自主財源は、村税
や村の施設の使用料・手数料など村が独自に集めるこ
とができるものです。依存財源は、適切に地方自治が
運営できるように国が、自治体に国税の一定割合を交
付する地方交付税や、国・県などからの補助金、そし
て村の借金に当たる村債などです。
　前年度と比較し、東日本大震災のがれき処理に伴う、
災害等廃棄物処理事業費補助金21億109万円などの県
支出金や東日本大震災復興交付金基金繰入金３億
6801万円などによる繰入金の大幅な増が特徴として
上げられます。

予算予算6363億円億円予算予算6363億円億円予算63億円

一般会計
■総務費
・三陸鉄道災害復旧事業　　　　　　　　　 7526万円
・職員派遣負担金　　　　　　　　　　　　 6400万円
・地域情報通信施設管理運営事業　　　　　 1170万円
■労動費
・緊急雇用対策事業　　　　　　　　　　　　512万円
■農林水産業費
・被災地域農業復興総合支援事業　　　 1億1234万円
・水産業復興支援事業　　　　　　　　　　 1330万円
・ホタテ貝養殖漁業復旧対策事業　　　　　 1363万円
・下安家地区漁業集落防災機能強化事業　　 1260万円
・玉川地区漁港水産業共同利用施設復興整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2000万円
■商工費
・中小企業被災資産復旧事業　　　　　　　 4600万円
■土木費
・被災者住宅再建支援事業費　　　　　　　 2000万円
・生活再建住宅支援事業　　　　　　　　　 3496万円
・都市再生区画整理事業　　　　　　　　　 9000万円
・都市公園事業　　　　　　　　　　　 1億9050万円
■消防費　
・積載車更新事業　　　　　　　　　　　　　817万円
■衛生費
・災害廃棄物処理事業　　　　　　　　22億1025万円

主な事業を紹介します
　歳出　東日本大震災の復旧・復興事業のため、昨年
度の予算総額の約２倍となる63億円となりました。
　目的別の歳出を見ると昨年に比べ、衛生費が災害
廃棄物処理事業などにより22億3051万円（875.8％）、
農林水産業費が被災地域農業復興総合支援事業など
により５億8945万円（211.5％）の大幅な増となりま
した。
　また、被災した橋梁の災害復旧２億922万円、下安家
地区漁業集落防災機能強化事業1260万円、三陸鉄道
災害復旧事業補助金7526万円などが使われます。

村民ひとりあたりでは、
○予算額　　　　　　　136万7162円
○村　税　　　　　　　　 4万6014円
○借金（村債）残高　　　 6万9315円
※数値は一般会計、人口は4,641人(平成23年3月31日現在)で計算

３億2523万円
8436万円簡　易　水　道

1793万円

3326万円 －3.6
5276万円

６億4780万円
後期高齢者医療
国 民 健 康 保 険

公 共 下 水 道

63億4500万円

農 業 集 落 排 水
漁 業 集 落 排 水

30.2

－69.7国　民　宿　舎

0.2

－1.5

124.6
－9.8

175万円

前年比(％)24年度予算
108.6　　一　般　会　計

区　　　　　分

特
別
会
計

各会計の予算額

　平成24年度の予算が村議会３月定例会で決まりました。
一般会計予算の予算額は63億4500万円で、昨年度に比べ
33億300万円、108.6％の大幅な増額となりました。
　ここでは、わたしたちの生活に最も身近な一般会計予算
のあらましを紹介します。

自主財源
（12.2％） 

依存財源
（87.8％）

村税
2億1355万円

（3.4％） 繰入金
4億6169万円

（7.3％）

その他　
9568万円
（1.5％）

地方交付税
18億4820万円

（29.1％）
県支出金　

29億1747万円
（46.0％）

村債
3億2169万円

（5.1％）

国庫支出金
4億842万円
（6.4％）

その他
7830万円
（1.2％）

歳出
63億4500万円

農林水産業費
8億6818万円

（13.7％）  　

公債費
3億2602万円

（5.1％）

民生費
7億5789万円

（11.9％）

総務費　
5億2633万円

（8.3％）
土木費　

5億8913万円
（9.3％）教育費　

2億3885万円　
　　　（3.8％）　

衛生費
24億8519万円

（39.2％）

消防費
1億6090万円

（2.5％）

商工費
1億1466万円

（1.8％）

議会費
5775万円
（0.9％）

災害復旧費
2億922万円
（3.3％） その他

1088万円
（0.2％）

平成2平成24年度年度平成24年度

※１万円未満の端数は四捨五入で処理しています

歳入
63億4500万円



歳出額A
35億5005万円

一人当たり 
給与費B／A
576万円

給料
1億9091万円

職員手当
3258万円

期末・勤勉手当
7037万円

人件費には、特別
職の給料や報酬を
含みます。

職員手当には、
退職手当は含ま
れていません。

職員数A　職員数A　4848人
給与費計B給与費計B
2億2億93879387万円万円

職員数A　48人
給与費計B
2億9387万円

人件費B人件費B
4億4億64866486万円万円
人件費率B／A人件費率B／A
13.113.1％

人件費B
4億6486万円
人件費率B／A
13.1％
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給
与
を
公
表
し
ま
す

村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
村
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

担
う
村
職
員
の
給
与
な
ど
は
、
条
例
や
規
則
に
基
づ
い
て
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
村
職
員
の
給
与
な
ど
主
な
内
容

に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

村職員などの

■問い合わせ
　総務課☎78･2111

人件費・職員給与費の状況（平成22年度普通会計決算）

職員の給料月額と特別職の報酬などの状況
■平均給料月額と平均年齢 （平成23年4月1日現在）

■一般行政職の初任給 （同） ■ラスパイレス指数の状況 （平成23年4月1日現在）

■経験年数別･学歴別平均給料月額の状況 （同）

■特別職の報酬など （同）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
　本村の給与水準を示す指数です

野　田　村

91.6

区　　　分

ラスパイレス指数

平均給料月額
区　　分

平均年齢 平均給料月額 平均年齢

野　田　村 国

一般行政職 321,100円 43歳 327,205円 42歳

野　田　村区　　　分

大 学 卒

国

140,100円

172,200円

高 校 卒

一　  般

行 政 職

161,600円

140,100円

経験年数15年

309,000円

経験年数10年

247,700円大 学 卒

高 校 卒

一　  般

行 政 職 270,600円 307,100円

̶

経験年数20年

198,200円

区　　　分

期末手当区　　　分

6月期　1.4月分

計　　2.9月分

12月期　1.5月分

月　　額

6月期　0.9月分

計　　1.9月分

12月期　1.0月分

※平成19年1月1日以後、職員の昇給が抑制されており、採用者も同様です

※職員の構成により毎年度変動します

職員数の状況 職員手当の状況
■期末･勤勉手当 （平成23年4月1日現在）

■時間外勤務手当

■退職手当 （平成23年4月1日現在）

■その他の手当 （同）

※国と同じ
※職務の級などによる加算措置あり

※職員が退職した場合、勤続年数や退職時の給料月額に応じて支給
　されます。県内の市町村で「市町村総合事務組合」を組織してい
　るので、支給率はどこも同じです

■特殊勤務手当 （平成23年度）

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成23年4月1日現在）

■部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

12

1.25６

0.65

0.7

期末手当（月分）区分（月期） 勤勉手当（同）

1.35

計 1.352.6

なし

全　　職　　員

2

支給実績

区　　　　　分

手当の種類（手当の数）

１件、100円

１件、200円

精 神 障 害 者 の
保 護 ・ 護 送

感染症患者の救護、
感染症の家畜の防疫作業

手
当
の
名
称

16,361

職員1人当たり支給年額（同）支給総額（千円）

340

　7,734

22

区 分
年 度

21 155

47.5　〃　

定年前早期退職特例措置
2％～20％加算

26,305千円（平成23年度実績）

そ の 他 の
加 算 措 置

１人当たりの
平均支給額

23.5月分

区　　分

33.5　〃　

59.28　〃　59.28　〃　

　〃 35 〃

勤 続 20 年

　〃 25 〃

最高限度額

59.28　〃　

̶

41.34　〃　

国勧奨・定年自 己 都 合

30.55月分

同じ

内　　　　　　　　　容

配偶者は、13,000円、配偶者以外１人につき6,500円。
ただし、配偶者のない場合は１人目11,000円。特定年齢
にある子は、１人につき5,000円を加算

借家・借間･･･家賃に応じ最高27,000円

交通機関利用者̶最高月額50,000円、交通用具利用者̶
通勤距離に応じた区分額（2,000～11,500円）

区 分

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

高度の知識、経験を
必要とする業務を行
う主事、技師

１ 主事、技師

総括主査、主任主査、
主査

高度の知識と経験を
有する課長、室長、
教育次長、事務局長
又は主幹

２

特に高度の知識と経
験を有する課長、室
長、教育次長、事務
局長

課長､室長､教育次長、
事務局長又は主幹

51.0

12.0

10.0

0.0

2.0

３

25.0

職員数（人）区分（級） 標準的な職務内容 構成比（％） 

５

４

６

合　　　　　計 100.0

１

12

６

25

５

０

49

1議　　会

3

総　　務

税　　務

民　　生

23年
職  員  数

22年
増減 主な増減理由区　　　分

衛　　生

1

3

3

10

18

8

2

49

2

3

農林水産

土　　木

計 41

商　　工

2

56

職員不補充の解消

小　　　　計

合　　　　計

そ　 の　 他

7

教 育 部 門

下　 水　 道

小　　　　計

水　　　　道

　1

　1

　1

　1

公
営
企
業
部
門

普　

通　

会　

計　

部　

門

一　

般　

行　

政　

部　

門
1

10

3

3

8

48

2

2

40

17

1

2

3

3

55

7

村　　　長 615,000円

525,000円

500,000円

246,000円

194,000円

175,000円

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

給　料

報　酬

議　　　員



６日に行われた説明会にはたくさんの住民が出席しました

南
浜
高
台
団
地
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
。

左
奥
に
は
野
田
小
学
校
が
見
え
ま
す

犠牲者の冥福を祈り、手を合わせる参列者

　　犠牲者への想いを込めて献花を捧げる参列者

遺族代表の言葉を述べる米田忠一さん

左から菊地真理、日形井賀友樹、坂本良太、下向大介
のり　ゆ　き

犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と

　
　
　
　
　

復
興
へ
の
誓
い

1011

災害公営住宅の概要を説明
第３回復興事業に係る説明会

　第３回復興事業に係る説明会は５，６日に役場会
議室で開催され、合計で134世帯の住民が参加しま
した。
　説明会では、初めて災害公営住宅の間取りや家賃
などの例が示されたほか、高台団地の計画やこれまで
に集計した意向調査の結果などの説明がありました。
　「家賃や間取りが明らかになることで、より具体
的に将来を考えることができるようになった」と
いった意見のほか、「高台移転に該当しない人でも、
住宅の自力再建をしたい人はたくさんいる。制度の
すき間についてもっと考慮してほしい」といった意
見も出されました。
　南浜の高台団地予定地では、３月29日にボーリ
ング調査を行いました。調査結果は５月末ごろに明
らかになる見込みで、宅地造成の基本設計に組み込
まれます。

新採用職員を
　　紹介します

　村では４月から４人の職員が新採
用となりました。
　復興にむけて全力で取り組む新メ
ンバーを紹介します。
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震
災
か
ら
１
年
と
な
る
３
月

11
日
に
村
体
育
館
で
村
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式
が
開
催

さ
れ
、約
８
０
０
人
が
参
列
し
、

犠
牲
者
の
哀
悼
と
復
興
へ
の
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
国
主
催
の
追
悼

式
の
様
子
が
放
送
さ
れ
、
大
震

災
が
発
生
し
た
14
時
46
分
に
サ

イ
レ
ン
と
と
も
に
会
場
の
全
員

で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
の

式
辞
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
に

続
き
、
小
田
村
長
が
「
村
民
28

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と

は
痛
恨
の
極
み
。
天
災
の
前
で

は
い
か
に
人
間
が
無
力
で
あ
る

か
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
私
た

ち
の
使
命
は
大
津
波
の
被
害
を

最
小
限
に
す
る
こ
と
。
被
災
し

た
人
が
復
旧
・
復
興
が
進
ん
で

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た

い
」
と
式
辞
。

　

遺
族
を
代
表
し
、
米
田
忠
一

さ
ん
（
米
田
、
61
）
が
「
遺
族

や
多
く
の
被
災
者
の
悲
し
み
や

苦
し
み
は
と
て
も
言
い
表
せ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
村
内
外
の

多
く
の
人
か
ら
信
じ
ら
れ
な
い

ぐ
ら
い
の
支
援
を
物
心
両
面
で

受
け
ま
し
た
。
ど
れ
ほ
ど
傷
つ

い
た
心
が
い
や
さ
れ
た
こ
と

か
。
震
災
前
の
生
活
に
戻
る
た

め
に
は
多
く
の
時
間
が
必
要
だ

が
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
支
援
を

受
け
て
、
犠
牲
者
や
遺
族
の
悔

し
さ
、
無
念
さ
を
胸
に
刻
み
な

が
ら
も
前
を
向
い
て
生
き
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

黙
祷
の
後
は
参
列
者
一
人
一

人
、
祭
壇
に
花
を
手
向
け
、
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

村
民
28
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
１
年
と
な
る
３
月
11
日
、

村
で
は
犠
牲
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
、

犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
復
興
へ
の
願
い
を

胸
に
刻
み
ま
し
た
。

悼
と
悼
哀
悼
哀

者
へ
の
哀哀

者
へ
の

牲
者

犠
牲
犠

誓
い

興
へ
の
誓

復
興
復

犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と

　
　
　
　
　

復
興
へ
の
誓
い

村
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式

村
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式

村
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式

①22　②久慈市久喜　③
保健師業務　④これから
皆さんといっしょに頑
張っていきたいです。

菊　地　真　理
（住民福祉課）

日形井　賀友樹
（教育委員会）

坂　本　良　太
（税務課）

下　向　大　介
（復興むらづくり推進課）

①24　②玉川　③図書館
の管理、教育振興事業　
④村の復興のため、精一
杯頑張ります。

①22　②北区　③国民健
康保険税　④早く顔を覚
えてもらえるよう頑張り
ます。

①22　②種綿　③災害公
営住宅　④村が早く復興
できるように頑張りたい
です。

のり　ゆ　き

①年齢　②行政区　③主な仕事　④抱負



春出会いと
別れの

校長先生と握手し
ながら卒業証書が
手渡されました

村内公立学校
入学式、卒業式

笑顔で卒
業証書を
受け取る
卒業生　

落ち着きのある、立派な卒業式でした

新入生代
表の宣誓
をする宇
部瑠衣斗
さん　　

ちょっと緊張した面持ちの
入場行進　　　　　　　　

誓いの言葉を述べる
外舘奈々さん　　　

呼名に元気よく答える新入生真新しい制服に身を包んだ新入生

少し緊張した表情の新入生

新入生を含めた全校生で式歌を歌いました

小原校長に７つ道具を手渡す廣内和之交通安全協会
野田分会長と中川幸子交通安全母の会会長　　　　白寿祝いの記念品を受け取った外舘アサさん（中央）

きれいな歌に観客は心癒されました祝い金を受け取った立臼さん親子
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白寿の秘訣は自立した生活
外舘アサさん白寿祝い

　港地区の外舘アサさんは、４月５日に99歳
の誕生日を迎えられ、村から白寿祝いの記念品
と１万円相当の村共通商品券を贈呈されました。
　子どもが９人、孫22人、ひ孫19人に恵まれ
た外舘さんは「しっかりと自分でできることを
やっているから元気でいられる」と長寿の秘訣
を話しました。

未来を担う子どもたちに祝金
２組の親子にエンゼル祝金贈呈

　エンゼル祝金贈呈式は３月23日に、役場応
接室で行われ、第３子以上が生まれた世帯に８
万円、第５子が生まれた世帯には10万円が贈
呈されました。
　対象になったのは立臼友樹・美幸夫妻の第３
子昊翔くん、松本良寿・裕絵夫妻の第５子寧果
ちゃんの２世帯です。

子どもの安全　地域で見守る
野田小学校交通安全７つ道具贈呈

　３日に野田小学校（小原正弘校長、児童181
人）で、村交通安全対策協議会（会長・小田村
長）など村内の５つの団体から、新１年生の安
全で楽しい学校生活を願い、黄色い帽子や傘、
防犯ベルなど地域安全７つ道具と称した交通安
全グッズが贈呈されました。

音楽の魅力を堪能
のだのカンタービレLesson5

　「のだのカンタービレLesson5」は岩手大学教
育学部音楽コースの卒業生の大崎孝子さん（港、
24）と阿部一葉さん（神奈川県、24）などが中
心となって、３月25日に総合センターで開催
されました。
　オペラや合唱、ピアノ独奏など、レベルの高
い音楽に観客は酔いしれました。

野田小学校
入学式
入学生  32人

久慈工業高校
入学式
入学生  62人

野田中学校
入学式
入学生  47人

野田小学校
卒業式
卒業生  46人

野田中学校
卒業式
卒業生  50人

そら　と に　 か
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岩
手
日
報
の
歌
壇
で
活
躍
を
続
け
る

岩
岡
良
太
郎
さ
ん

ボーリングゲームに熱中する参加者ボーリングゲームに熱中する参加者ボーリングゲームに熱中する参加者

　サクラを植樹した伊藤登志子会長、
小田村長、ファド・ジジッチ駐日
ボスニアヘルツェゴビナ参事官　

水の入ったグラスを指で
こすり、音を奏でます　

（写真上）夢灯りの中行われた
コンサート
（写真右）中学生が作成したアー
トは、後日ホセさんにより、１
つの作品として作成されます

２
月
の
ご
み
の
総
排
出
量
は

２
月
の
ご
み
の
総
排
出
量
は

　
　

１
５
８
・
２
㌧

１
５
８
・
２
㌧

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

で
し
た

で
し
た
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測
定
結
果
は
最
大
で
０
・
14
μ
S
v
／
時
で
、
国
の

定
め
る
暫
定
基
準
値
20
m
S
v
／
年
（
３
・
８
μ
S
v
／

時
）
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
☎
78
・
２
９
２
７

村
内
放
射
線
量
調
査
結
果

宇部集積所
陸中野田駅
役場
米田集積所
横合中央公民館
大葛公園
野田玉川駅
下安家漁協
門前小路仮設住宅
中学校仮設住宅
泉沢仮設住宅
米田仮設住宅
下安家仮設住宅
野田小学校
野田中学校
野田村保育所
日向保育所
玉川保育所

0.10 / 0.11
0.09 / 0.08
0.10 / 0.11
0.06 / 0.05
0.07 / 0.07
0.05 / 0.05
0.12 / 0.11
0.09 / 0.07
0.07 / 0.08
0.07 / 0.08
0.11 / 0.09
0.09 / 0.09
0.12 / 0.11
0.05 / 0.06
0.07 / 0.06
0.11 / 0.11
0.10 / 0.11
0.11 / 0.12

３月15日
測定日、測定値（地上1㍍ / 地上1㌢、単位μSv）

0.08 / 0.07
0.12 / 0.12
0.07 / 0.03
0.05 / 0.04
0.09 / 0.09
0.07 / 0.07
0.11 / 0.12
0.09 / 0.08
0.10 / 0.11
0.10 / 0.10
0.10 / 0.09
0.12 / 0.10
0.12 / 0.12
0.03 / 0.03
0.06 / 0.06
0.11 / 0.10
0.12 / 0.12
0.07 / 0.07

３月19日
0.12 / 0.10
0.11 / 0.12
0.09 / 0.09
0.10 / 0.10
0.04 / 0.04
0.08 / 0.08
0.10 / 0.09
0.06 / 0.06
0.09 / 0.10
0.10 / 0.11
0.11 / 0.12
0.08 / 0.08
0.12 / 0.12
0.09 / 0.08
0.13 / 0.13
0.08 / 0.08
0.12 / 0.12
0.07 / 0.08

３月26日
0.02 / 0.03
0.12 / 0.14
0.06 / 0.06
0.06 / 0.08
0.03 / 0.06
0.01 / 0.04
0.07 / 0.10
0.05 / 0.11
0.03 / 0.06
0.05 / 0.08
0.02 / 0.05
0.06 / 0.09
0.04 / 0.06
0.06 / 0.05
0.07 / 0.05
0.05 / 0.06
0.05 / 0.11
0.05 / 0.07

４月３日
測定場所

ごみ減量
新エネ

定住･交流

　久慈・二戸地区の８市町村では、循環型社会の構
築に向けてダイオキシン対策などのより高度な一般
廃棄物の処理に対応するため、岩手北部広域環境組
合を設立し、新たなごみ処理施設の建設などの準備
を進めています。
　この施設は、平成30年度に稼働予定ですが、こ
の建設にかかる負担金は、構成市町村の平成19年
度から24年度までのごみ処理量を基準にして定め
られます。
　ごみの排出量が減れば、負担金の減少につながり
ますし、施設の規模を小さくすることができるかも
しれません。マイバッグの利用や生ごみの水切りな
ど、私たちにできることから少しずつでも、ごみ減
量化にご協力をお願いします。
■問い合わせ　特定課題対策課☎78･2111

　平成22年度の野田村のごみ排出量は1,325
㌧でした。この処理などに要する経費として、
村が久慈広域連合に負担した金額は約4,174万
円です。単純計算ですが、年に村民１人当た
り約8,700円を負担していることになります。
これは高いと思いますか。それとも安い？

（資料：久慈広域連合）

　２月のごみの排出量（単位：㌧）

（資料：久慈広域連合）

　

前
月
比
で
37
・
2
㌧
、

前
年
同
月
比
で
は
75
・
4

㌧
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
に
係
る
が
れ
き
の
受

入
れ
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
事
業
系
ご
み
の

増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

一
般
家
庭
か
ら
出
る
燃
え

る
ご
み
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

ダイオキシンの心配がない
きれいなごみ処理を目指して２

月
の
ご
み
の
総
排
出
量
は

２
月
の
ご
み
の
総
排
出
量
は

　
　

１
５
８
・
２
㌧

１
５
８
・
２
㌧

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

で
し
た

で
し
た

２
月
の
ご
み
の
総
排
出
量
は

　
　

１
５
８
・
２
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　

で
し
た

ごみの量と負担金

燃えるごみ

燃えないごみ

資　源　ご　み

合　　計

前月比 前年同月比２月分

147. 6

3. 9

6. 7

158. 2

＋41. 6

－1. 5

－2. 9

＋37. 2

＋76. 8

－1. 0

－0. 4

＋75. 4

復興支援スナップ復興支援スナップ復興支援スナップ復興支援スナップ復興支援スナップ

　鎮魂と希望の夢灯り（同実行委員会など主催）は３月
11日に本町通りから診療所跡地までの道路わきに夢灯り
を作成し、震災によって更地のようになってしまった城内
地区を幻想的に照らしました。
　同イベントに付随してスペイン人アーティストホセ・マリ
ア・シシリアさんは中学生などとアート作成を行いました。

鎮魂と希望の夢灯り
～ランドアート＆チルドレン～

グラスハープ演奏会 サクラ植樹ボランティア

ＮＴＴ復興支援イベント

　震災から約１周年となる３月10、11日
に旭町の岩岡良太郎さんは、震災以降に
書き続けた短歌50首の色紙展を開催しま
した。
　50首の短歌はすべて、津波で自宅を流
出した岩岡さんの、震災を通じて感じた
想いが込められたものです。

　弘前大学の学生らが主催す
るグラスハープ演奏会は３月
10日に総合センターで行わ
れ、グラスハープの奏でる透
き通った音に観客は聞き入り
ました。

　国内外で支援活動を行って
いるイピルイピルの会は、村
内に311本の桜を植えるボラ
ンティアを開始し、今年度は
えぼし荘や役場前など５カ所
に51本を植樹しました。

　ＮＴＴ東日本㈱は、３月20日に村
内の仮設住宅などをネットワークで
結び、通信対戦ゲームの大会を開き
ました。
　参加者らは、子どもも大人も一緒
になり、カーレースやボーリングな
どのゲームを夢中になって競い合い
ました。

東日本大震災
短歌五十詠色紙展

えい



学習コーナー涯

優勝した城内下チーム

10月には、岩手山に登りました！

17

と
も　

や

16

のの
だ
ん
ち
ゅ

だ
ん
ち
ゅ

―
お
仕
事
は

　

無
職
で
す（
笑
）。
今
年
１
年

間
、
大
学
を
休
学
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
チ
ー
ム
北
リ

ア
ス
」
の
事
務
所
に
泊
り
こ
ん

で
村
の
復
興
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

―
活
動
を
決
意
し
た
理
由
は

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
何
度
か
村

に
来
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
強
い

村
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

活
動
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、

そ
の
つ
な
が
り
を
よ
そ
者
の
私

に
向
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し

た
。

　

そ
の
想
い
が
う
れ
し
く
て
、

全
力
で
応
え
た
い
と
思
い
休
学

を
決
意
し
ま
し
た
。

―
両
親
に
対
し
て

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
休
学

を
す
る
こ
と
を
理
解
し
、
許
し

て
く
れ
た
両
親
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

―
野
田
に
住
ん
で
み
て

　

移
動
手
段
が
自
転
車
だ
け
な

の
で
大
変
で
す
。

　

あ
と
、
言
葉
が
ち
ょ
っ
と
通

じ
に
く
い
と
き
が
あ
る
の
で
す

が
、
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
き
た

い
で
す
。

―
目
標
は　

　

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち

の
心
の
支
え
に
な
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

塩
田　

朋
陽
さ
ん

　
―
21
歳
・
大
阪
府
出
身

　　
　
　
　

上
明
内
在
住
―

の
だ
ん
ち
ゅ野

田
人

Ｎ
О
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

こ
の
１
年
間
、村
の
復
興
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
！

山ぶどうゼリー
　が５人に当たる！たんけんクイズ

◎
ク
イ
ズ
で
す

問
題

　

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
店

内
に
入
り
、
３
つ
の
文
字
を

探
し
並
べ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
言
葉
は
？

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、地
区
名
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８ー

８
２
０
１

　

野
田
村
大
字
野
田
20ー

14

　

野
田
村
役
場
総
務
課

　

広
報
の
だ
係
ま
で
。

（
５
月
７
日
㈪
締
め
切
り
）

　

イ
ラ
ス
ト
な
ど
自
由
に
お

　

書
き
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
守
っ
て
ね
♡

　先月号の当選者は、佐藤かんなさ
ん（山形県）、P . N .

サチコさ
ん（旭町）です。おめでとうございます。

　締め切りは守ってネ♡

平成24（2012）年４月号　№468　広報のだ 平成24（2012）年４月号　№468　広報のだ

みみんんななのの声声

イイララスストトココ ナナーー ーー

仁くん
（中新山）

沢里靖昭さ
ん・留美子さ

ん　二男

お兄ちゃんより
大きくなったら一緒に

サッカーやろうね！

じん

　第８回どこでもテニポン大会は、３月27日と29日の２日
間、村体育館で開催されました。テニポンは、野田村と友
好町村である北海道様似町から生まれた簡単に誰でもでき
るニュースポーツです。また、様似町からは町制施行60周
年記念事業の一環として村の３チームが招待されています。
　大会は、各地区から12チームが参加し、初日は、大き
な地震が発生し途中で中止となりましたが、２日目で全
ての試合を終了し、どの試合も白熱した展開が繰り広げ
られました。また、体育館復旧後の久々の大会に最後ま
で盛り上がりを見せた大会になりました。
　結果は、優勝が城内下、準優勝が玉川、３位が泉沢中
平となりました。

熱戦の末、城内下が優勝！
第８回どこでもテニポン大会

Raisa's  LIFE!Raisa's  LIFE!Raisa's  LIFE!Raisa's  LIFE!Raisa's  LIFE!
英語指導助手　ライサ・ステブンス

　皆さん、こんにちは。春が来ていますね。２月には、
他のALTの友達と札幌の雪祭りへ行きました。素晴ら
しくて、とても楽しかったです。また、北海道の食べ
物をいっぱい食べました。すごく美味しかったです。
　そして、３月には、野田小中の卒業式がありました。
式は楽しかったけど、中学校の三年生達とは、なかな
か会えなくなるので寂しいです。中学校の三年生と小
学校の六年生へ、来年度の新学期にgood luck!
　私は今、太鼓、書道、茶道、日本語を一生懸命勉強
しています。本当に忙しいけれど、充実した生活を送
る事ができて嬉しいです。

放課後子ども教室「野田キッズセンター」ボランティア講師を随時募集しています！

子ども達と一緒に遊んでくださる人、ぜひお待ちしております♪

【日時】 ５月から、主に毎週月、木曜日の午後３時半～５時まで

【内容】 体育館で体を使った遊び、工作など

アジア民族造形館オープン!!
　４月１日からアジア民族造形館が冬期休館を終えて

オープンしています。ぜひ、ご来館ください。

【開館時間】 9：00～17：00

【休 館 日】 月曜日（祝祭日は、その翌日です）

　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　村教育委員会　生涯学習文化班　☎78・2936
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防潮堤が壊れたままの十府ヶ浦海岸付近を走行する三陸鉄道

開業に合わせて販売を開始した
野田ほたて弁当は大好評でした

被災直後の写真（上）と復旧作業中の写真（下）

会場では震災以後初めて採れた素材で作っ
た復興ホタテスープがふるまわれました　

のんちゃんと村松えり子さんの共演
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バニッシュピアノ教室の生徒たち
（3/25　のだのカンタービレ）

他のチームに負けるな～！
（3/20　ＮＴＴ復興支援イベント）

復興記念の太鼓コンサート
（3/11　和太鼓「鼓遊｣）

元気のいいお返事！
（4/6　小学校入学式）

１年生のみなさんよろしくね！
（4/6　小学校入学式）

のんちゃん撮影会が大人気！
（4/1   三鉄運行再開イベント）

三陸の全路線復旧を願いました
（4/1　三鉄運行再開イベント）

 泉沢地区に侵入する津波（大沢和夫さん提供） 泉沢地区に侵入する津波（大沢和夫さん提供） 泉沢地区に押し寄せる津波（大沢和夫さん提供）

こ　ゆう

第２種電気工事士
筆記試験受験準備講習

画像編集入門
(撮影､読み込み､編集)

５/１

５/２

５/15

５/２

５/14
～16

Word2007
ビジネス活用Ⅱ

５/16
～17
５/22
～23
５/29
～30

電子納品講習

月日 研修内容 申込期限

村体育館の使用料を
無 料 に し ま す
　村体育館では、村民の健康増進を
図るため、平成24年度の使用料を
無料とします。（※館内を専有する
場合は有料）
■利用料金　大人・子ども　無料
■開館日時　毎日９時～21時（月曜
日は午後５時まで)。
■用具
　卓球、テニポン、バドミントン、
テニス、バレーボール、キンボール
など（体育館内では内履きを使用し
て下さい）
■問い合わせ
　教育委員会☎78･2936

固定資産税の納期限延長
　震災に伴い、平成24年度固定資
産税の１期分の納付期限を５月31
日(木)に延長します。
　納付書は５月18日(金)に配布し
ます。
■問い合わせ
　税務課☎78･2930

被災した中小企業･農林漁業者
への融資制度の紹介
　日本政策金融公庫では被災を受け
た中小企業や農林漁業者への融資制
度を拡充しています。
■農林漁業者向け
○制度名：農林漁業セーフティ
　ネット資金（運転資金）
○融資限度額：1,200万円
○融資期間：13年以内
○利率：国の利子助成により実質
　無利子

■中小企業向け
○制度名：東日本大震災復興特別
　貸付
○融資限度額：７億2,000万円
○融資期間：20年以内（据置期
　間５年以内）
○利率：基準利率より最大0.5％
　引き下げ

※この他にも円高による業績の悪化
や設備投資に対応できる融資制度
があります。

■問い合わせ
　日本政策金融公庫
　☎0120･154･505

1819

★お誕生おめでとう
　　間　明　乃　愛（勇太・志乃）　米　田
　　松　本　寧　果（良寿・裕絵）　門前小路
　　中　野　暁　斗（忠司・菜摘）　北　区
♡いつまでもお幸せに
　　木　村　将　太　　　　 　　上泉沢
　　金　子　昌　子　　　　　　 玉　川
　　古　舘　良　太　　　　 　　中　平
　　中　居　佳奈子　　　　　　 八戸市
■ご冥福を祈ります
　　米　田　キ　ヨ（90）　　　　上泉沢
　　伏　場　立　男（84）　　　　玉　川
　　野　竹　石　藏（86）　　　　米　田
人の動き
　　　男　　２,２５４　人 　（－24）
　　　女　　２,３８７　人 　（－12）
　　　計　　４,６４１　人 　（－36）
　　世帯数　１,６３９世帯（－　7）
　　○村内の交通事故　人身事故　０件
　　　　　　　　　　　物損事故　３件
　　○救急車出動件数　　　　　　15件

（うち村外　５件）
　　○飲酒運転検挙者数　　　　　０人
　　（平成23年8月1日からの累計1人）
駐在所だより
　春の行楽期における交通事故防止
　春の行楽シーズンを迎え、車で旅行す
る機会が増える時期です。
　主要道路や高速道路は、例年交通量が
増加し、混雑することが予想されます。
　ほんの一瞬の不注意が重大事故につな
がりますので、全員がシートベルトを着
用し、前方進行車両との車間距離を十分
取り、スピードを控えめにするなど、安
全運転を心掛け、交通事故防止に努めま
しょう。
■問い合わせ　野田駐在所☎78･2161

ほっとひといき
▼追悼式では「もう１年経つのか」「よく分か
らない」といったコメントが多かった。取材
を通じて、みんなが先に進んでいることは実
感しているが、まだ振り返る段階ではないの
だと思う▼もちろん私も過去を振り返ってな
いでやるべきことをやらないと…　　　　シ

（
（

3月受け付け分
（敬称略）戸籍の窓口

年金です

　被災により、住宅、家財、その他の財産の、おおむね２分の１
以上の損害をうけた人は、国民年金保険料が全額免除になります
（平成23年２月分以降の保険料が対象）。
　申請期間は平成24年６月末日まで延長されましたので、免除申
請手続きを済ませていない人は、早めに申請をお願いします。

■問い合わせ
　二戸年金事務所☎0195･23･4111
　住民福祉課☎78･2928

震災に伴う国民年金保険料の
免除申請の延長

能 力 開 発 研 修

■講習時間　9:00～16:00
■問い合わせ
　久慈職業能力開発センター☎53･
6261

各 種 試 験 の 案 内
■危険物取扱者試験
○試験日程
　６/30(土）盛岡市、久慈市など
　７/７（土）盛岡市、二戸市など
　(申請受付 ５/７～15）
○試験手数料
　甲種5,000円、乙種3,400円、
　丙種2,700円

■消防設備士試験
○試験日程
　８/25(土）盛岡市
　８/26(日）奥州市
　(申請受付 ７/５～13）
○試験手数料
　甲種5,000円、乙種3,400円

■問い合わせ
　㈶消防試験研究センター
　岩手県支部☎019･654･7006

のだスナップ集

　大震災の発生から、３月中に皆さまからいただいた支援
の状況をお知らせします。
■ボランティア(受付終了）　■炊き出しボランティア
　０人（累計 12,892人）　　　３回（累計 92回）
■支援物資（受付終了）　　■災害義援金
　０件（累計 820件）　　 　 180万円（累計 9,715万円)
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■問い合わせ
　総務課☎78･2111

被災写真を
募集します 　眠れない、食欲がない、不安が強いなど、心配

事がある人はお気軽にご相談ください。
■日時　毎週水曜日
　　　　10:30～12:00、13:30～15:30
■場所　総合センター２階児童室　
■問い合わせ　住民福祉課☎78･2927

こころの健康相談センター

固定資産の縦覧

※代理人の場合は依頼者の署名押印が必要です。
※借地・借家人の場合は契約書など、事実を証明する書類が必要です。
■縦覧期間　５月１日(火)～31日(木)の平日、８:30～17:30
■縦覧場所・問い合わせ　税務課☎78･2930

閲覧できる帳簿 期間 内　　　容 対     象     者

５月

通年

通年

他の土地・家屋の評価額　　
(所有者の記載はありません)

所有地または借りている土
地・家屋　　　　　　　　

村内37地点の基準となる宅地
の位置と価格　　　　　　　

村内にある土地・家屋の固定資産税
の納税者（家族・代理人を含む）

①固定資産税の納税義務者
　(家族・代理人を含む）
②借地・借家人など

どなたでもご覧できます

土地・家屋価格縦覧帳簿

固定資産課税台帳

標準宅地の基準価格

５月の１カ月間、土地や家屋の縦覧ができます。
ただし、震災により課税を免除されている区域については縦覧ができません。


